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す
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一

　
第
二
次
大
戦
後
の
西
ド
イ
ッ
で
は
、
被
用
者
共
同
決
定
制
定
が
定
着
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
に
生
れ
た

フ
リ
ッ
ッ
・
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
と
今
日
の
西
ド
イ
ッ
被
用
者
共
同
決
定
制
度
と
を
対
比
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
相
異
点
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
が
、
労
働
組
合
の
超
経
営
的
参
加
政
策
、
つ
ま
り

国
政
レ
ベ
ル
で
の
経
済
指
導
へ
の
参
加
を
目
指
し
て
い
た
の
に
た
い
し
、
西
ド
イ
ツ
共
同
決
定
制
度
は
、
企
業
お
よ
び
経
営
レ
べ
ル

で
の
被
用
者
の
同
権
的
参
加
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
ナ
フ
タ
リ
の
時
代
に
は
、
企
業
お
よ
び
経
営
レ
ベ
ル
で
の
参
加
は
、
労
働
組
合

の
影
響
下
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
企
業
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
ま
き
込
ま
れ
る
危
険
が
大
き
い
と
見
ら
れ
て
い
た
。
第
二

に
、
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
が
社
会
主
義
の
目
標
と
結
び
つ
い
て
、
そ
れ
に
い
た
る
道
す
じ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課

題
と
し
て
い
た
の
に
た
い
し
、
西
ド
イ
ッ
の
共
同
決
定
制
度
は
、
そ
の
種
の
い
か
な
る
イ
デ
オ
ロ
デ
ｌ
と
も
結
び
つ
か
な
い
こ
と
を

研
究
ノ
ー
ト
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建
前
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
の
バ
ッ
ク
が
、
社
会
主
義
系
の
労
働
組
合
を
結
集
し
た
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
＝
ド
イ
ツ
労
働
組
合
総
合
同
盟
（
Ａ
Ｄ
Ｇ
肘
心
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
第
二
次
大
戦
後
、
共
同
決
定
制
度
の
拡
大
を
積

極
的
に
推
進
し
て
き
た
西
ド
イ
ッ
労
働
組
合
同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
が
、
東
西
ド
イ
ッ
の
分
裂
後
の
状
況
下
に
お
け
る
す
べ
て
の
思
想
傾
向

を
統
合
す
る
統
一
労
働
組
合
と
し
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
西
ド
イ
ッ
共
同
決
定
制
度
は
、
ナ

フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
と
は
内
容
の
上
で
も
、
ま
た
そ
の
背
景
を
な
す
時
代
状
況
に
つ
い
て
も
大
き
く
隔
っ
て
は
い
る
が
、

し
か
し
双
方
と
も
、
労
働
者
の
同
権
的
参
加
と
い
う
点
で
ド
イ
ッ
労
働
組
合
運
動
の
伝
統
に
し
っ
か
り
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
意
味
で
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
の
同
権
的
参
加
思
想
の
源
流
の
ひ
と
つ
と
み
な

さ
れ
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
古
典
と
し
て
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
一
九
七
六
年
の
新
（
拡
大
）
共
同
決
定
法
の
成
立

後
に
は
、
国
民
経
済
レ
ベ
ル
で
の
参
加
民
主
主
義
の
可
能
性
を
模
索
す
る
過
程
で
、
経
済
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ
る
ょ
う
に
見
受
け
れ
ら
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
わ
が
国
で
は
、
戦
後
占
領
下
に
お
け
る
労
働
組
合
運
動
、
独
占
禁
止
、
農
地
改
革
の
民
主
化
改
革
を
総
称
す
る
概

念
と
し
て
「
経
済
民
主
主
義
」
が
用
い
ら
れ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
は
な
じ
み
の
薄
い
言
葉
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
最
近
で
は
、
わ
が
国
で
も
経
済
民
主
主
義
へ
の
関
心
が
次
第
に
高
ま
り
つ
っ
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
代
末
か
ら
四
〇

年
代
に
か
け
て
、
企
業
あ
る
い
は
経
営
レ
ベ
ル
で
の
被
用
者
の
参
加
を
保
障
す
る
西
ド
イ
ッ
共
同
決
定
制
度
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ

た
一
時
期
の
後
、
当
時
一
部
に
見
ら
れ
た
こ
の
制
度
の
安
易
な
受
容
論
に
た
い
す
る
批
判
と
反
省
か
ら
、
わ
が
国
の
企
業
形
態
や
企

業
別
労
働
組
合
の
現
実
を
ふ
ま
え
て
政
策
参
加
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
文
脈
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

一
、
二
年
「
独
占
資
本
に
た
い
す
る
民
主
的
規
制
」
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
「
経
済
民
主
主
義
」
あ
る
い
は
「
経
済
的
民
主
主
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渡
」
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
て
い
砧
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
公
害
問
題
、
ス
タ
ダ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
、
高
齢
化
社
会
、
貿
易
摩
擦
、
雇
用
問

題
、
行
財
政
改
革
等
々
の
国
民
経
済
的
問
題
に
た
い
す
る
労
働
組
合
の
対
応
と
し
て
、
経
済
民
主
主
義
へ
の
要
請
が
今
後
ま
す
ま
す

強
ま
る
情
勢
に
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
概
念
の
も
つ
多
義
性
の
ゆ
え
に
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
困
難
も
ま
た
避
け
て
通
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
こ
そ
、
こ
の
概
念
の
基
本
的
枠
組
み
を
そ
れ
が
最
初
に
成
立
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
ド
イ
ッ

の
歴
史
的
現
実
の
な
か
か
ら
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
を
中
心
に
、
そ
の

成
立
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
第
一
次
大
戦
前
お
よ
び
戦
中
に
お
け
る
経
済
民
主
主
義
の
成
立
前
史

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
と
り
上
げ
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ド
イ
ッ
革
命
以
降
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
を
対
象
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
二

　
キ
ー
ル
軍
港
の
水
兵
た
ち
の
反
乱
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ド
イ
ッ
革
命
と
と
も
に
、
直
ち
に
労
兵
レ
ー
テ
が
組
織
さ
れ
、
革
命
の
波
は

怒
涛
の
ご
と
く
ド
イ
ツ
全
土
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
敗
戦
か
ら
革
命
へ
と
混
乱
し
た
状
況
の
中
で
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
バ
ー
デ

ン
首
相
か
ら
社
会
民
主
党
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
エ
ー
ベ
ル
ト
に
政
権
委
譲
が
行
な
わ
れ
、
一
九
一
八
年
十
一
月
十
日
夜
の
ベ
ル
リ

ン
労
兵
レ
ー
テ
大
会
に
お
い
て
、
社
会
民
主
党
と
独
立
社
会
民
主
党
各
三
名
か
ら
な
る
人
民
代
表
委
員
政
府
が
承
認
さ
れ
た
。
人
民

代
表
委
員
政
府
は
、
革
命
運
動
の
中
か
ら
生
れ
た
即
時
・
全
面
社
会
化
を
要
求
す
る
声
に
お
さ
れ
て
、
十
一
月
十
八
日
、
社
会
化
に

必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、
独
立
社
会
民
主
党
の
カ
ウ
ッ
キ
ー
を
議
長
と
す
る
社
会
化
委
員
会
を
任
命
す

る
一
方
で
、
エ
ー
ベ
ル
ト
の
主
導
の
も
と
に
、
十
一
月
二
五
日
ベ
ル
リ
ン
に
開
催
さ
れ
た
全
邦
国
の
新
政
府
代
表
会
議
に
お
い
て
国

民
議
会
の
召
集
を
決
定
し
、
さ
ら
に
十
二
月
十
六
ｌ
ニ
○
日
の
全
国
労
兵
レ
ー
テ
大
会
で
は
、
圧
倒
的
多
数
を
も
っ
て
国
民
議
会
選
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挙
の
実
施
〔
一
九
一
九
年
一
月
十
九
日
〕
を
決
定
し
た
。
こ
の
時
点
で
「
レ
ー
テ
か
国
民
議
会
か
」
と
い
う
革
命
の
選
択
は
ほ
ほ
決
着

が
つ
き
、
以
後
政
府
は
、
急
進
的
革
命
派
を
お
さ
え
て
新
し
い
政
治
秩
序
の
形
成
の
た
め
の
地
固
め
に
着
手
し
た
。
こ
う
し
た
政
治

的
経
過
と
平
行
し
て
、
独
占
資
本
と
労
働
組
合
の
代
表
は
、
十
一
月
十
五
日
に
い
わ
ゆ
る
「
十
一
月
十
五
日
協
定
」
（
こ
の
協
定
は
双

方
の
代
表
者
の
名
を
と
っ
て
「
ン
ュ
テ
ィ
ン
ネ
ス
＝
レ
キ
ー
ン
協
定
」
と
呼
ば
れ
る
〕
を
結
び
、
「
中
央
労
資
共
同
体
」
（
U
i
e

A
r
b
e
i
t
s
g
e
-

m
e
m
s
c
h
a
f
t

d
e
r

m
d
u
s
t
r
i
e
l
l
e
n

u
n
d

g
e
w
e
r
b
l
i
c
h
e
n

A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r

u
n
d

A
r
b
e
i
t
n
e
h
m
e
r

D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
)
を
組
織
し
た
。
こ
こ
で
は
、

革
命
の
混
乱
を
一
刻
も
早
く
収
拾
し
、
新
し
い
経
済
秩
序
の
も
と
て
の
生
産
再
開
が
望
ま
れ
た
。
自
由
労
働
組
合
の
指
導
者
た
ち
に

と
っ
て
は
、
革
命
を
こ
れ
以
上
遂
行
す
る
よ
り
も
、
戦
前
か
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
や
っ
と
手
に
入
れ
た
産
業
自
治
を
ま
も
り
、
大
衆

の
経
済
的
困
窮
を
救
済
す
る
こ
と
の
方
が
急
務
で
あ
っ
た
の
で

あ
ご

。
ほ
ほ
同
じ
時
期
に
活
動
を
開
始
し
た
社
会
化
委
員
会
に
は
、

自
由
労
働
組
合
か
ら
、
鉱
山
労
働
運
動
の
研
究
室
で
あ
り
、
後
に
国
民
議
会
の
議
員
に
選
出
さ
れ
た
Ｏ
・
フ
ー
エ
と
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
機
関

紙
『
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ツ
ブ
ラ
ノ
ト
』
の
編
集
委
員
で
あ
り
、
後
に
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
執
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
就
任
し
た
Ｐ
・
ウ
ム
ブ

ラ
イ
ト
が
参
加
し
、
部
分
的
社
会
化
の
即
時
実
施
を
要
求
す
る
委
員
会
多
数
派
の
意
見
を
支
持
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
社
会
化
と
は
、

ー
ウ
ム
ブ
ラ
イ
ト
の
「
社
会
化
」
報
告
に
よ
れ
は
ー
資
本
主
義
的
企
業
家
を
一
切
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
て
は
な
く
て
、
む
し

ろ
全
体
利
益
の
た
め
に
機
能
す
る
よ
う
に
民
主
主
義
的
管
理
体
制
の
も
と
に
服
せ
し
め
る
こ
と
て
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
も
ま
た
、

社
会
主
義
系
労
働
組
合
の
指
導
者
を
自
認
す
る
以
上
、
社
会
主
義
の
目
標
を
放
棄
し
た
わ
け
て
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
現
実
主
義
的

な
感
覚
か
ら
少
な
く
と
も
当
面
は
、
い
ち
度
に
企
業
家
を
排
除
す
る
こ
と
は
不
可
能
て
あ
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
急
進
的
革

命
派
の
主
張
す
る
ロ
シ
ア
の
ホ
ル
ン
ェ
ウ
イ
キ
革
命
方
式
は
、
連
合
軍
の
進
駐
と
混
乱
の
拡
大
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
っ
た
し
、
な

に
ょ
り
も
ト
イ
ソ
の
よ
う
な
工
業
化
の
す
す
ん
だ
資
本
主
義
国
に
は
な
じ
ま
な
い
よ
う
に
思
え
た
。
ト
イ
ツ
で
は
、
国
民
各
層
の
民
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主
的
参
加
の
も
と
て
全
体
利
益
の
観
点
か
ら
営
ま
れ
る
大
同
経
済
（
Ｆ
ヨ
訃
き
ａ
ｌ
ｓ
）
こ
そ
、
政
治
的
民
主
主
義
＝
流
会
主
義
を

補
完
す
る
た
め
に
、
経
済
の
領
域
で
確
立
さ
る
べ
き
経
済
民
主
主
義
の
内
容
と
し
て
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
て
あ
っ
た
。
資
本

主
義
的
な
私
的
所
有
の
全
面
的
廃
棄
と
い
う
意
味
で
の
社
会
主
義
は
、
共
同
経
済
に
お
け
る
高
度
な
生
産
力
の
発
展
の
も
と
で
は
し

め
て
可
能
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
か
つ
て
独
占
資
本
の
「
ヘ
ル
ー
イ
ム
ー
ハ
ウ
ゼ
」
的
支
配
に
た
い
し
労
働
関
係
の
民

主
化
を
目
指
し
て
闘
っ
て
き
た
自
由
労
働
組
合
の
指
導
者
た
ち
は
、
今
や
、
急
進
的
改
革
派
と
結
ん
だ
組
合
反
対
派
の
レ
ー
テ
権
力

と
完
全
社
会
化
要
求
に
た
い
し
、
革
命
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
民
主
主
義
を
経
済
の
領
域
に
お
い
て
防
衛
す
る
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
九
一
九
年
六
月
三
〇
日
ｌ
七
月
五
日
、
戦
後
最
初
に
開
か
れ
た
自
由
労
働
組
合
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
大
会
（
こ
の
大

会
て
ト
イ
ク
労
働
組
合
総
同
盟
（
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
と
改
称
）
て
は
、
あ
の
「
十
一
月
十
五
日
協
定
」
と
「
中
央
労
資
共
同
体
」
が
革
命
の
成

果
と
し
て
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
労
働
者
レ
ー
・
テ
か
ら
一
切
の
政
治
的
色
彩
を
と
り
去
る
一
方
、
企
業
家
的
独
裁
を
封
す
る
た
め
、
経

営
レ
ベ
ル
で
の
労
使
の
同
権
的
協
議
機
関
と
し
て
経
営
協
議
会
を
労
働
組
合
の
影
響
下
に
設
置
す
べ
し
と
い
う
要
求
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
大
会
て
は
、
組
合
内
反
対
派
か
ら
の
総
務
委
員
会
に
対
す
る
不
信
任
決
議
が
提
案
さ
れ
、
辛
じ
て
不
成
立
に
終
っ
た
も

の
の
、
組
合
内
部
の
対
立
は
決
し
て
克
服
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
後
八
月
に
成
立
し
た
ウ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
に
お

い
て
、
第
一
五
六
条
は
共
同
経
済
の
原
則
と
産
業
自
治
を
明
示
し
、
第
一
六
五
条
は
経
済
民
主
主
義
を
保
障
す
る
機
関
と
し
て
、
経

済
議
会
と
も
言
う
べ
き
全
国
経
済
協
議
会
（
だ
ら
r
き
a
l
Q
F
a
）
と
地
区
経
済
協
議
会
（
帥
～
Ｉ
Ｉ
ミ
ｇ
ｒ
ｒ
ｌ
）
の
設
置
を
定

め
た
。
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
二
月
四
日
に
経
営
協
議
会
法
（
F
E
Q
r
l
Q
g
s
a
）
と
同
年
五
月
四
日
に
暫
定
全
国
経
済
協
議
会
条
令

(
V
e
r
o
r
d
n
u
n
g
u
b
e
r

d
e
n

v
o
r
l
a
u
f
i
g
e
nR
e
i
c
h
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
r
a
t
)
が
制
定
さ
れ
、
こ
こ
に
国
家
的
保
護
の
も
と
に
、
産
業
の
上
か
ら

下
ま
で
の
産
業
自
治
の
壮
大
な
建
造
物
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
経
済
民
主
主
義
の
構
図
が
一
応
の
完
成
を
見
た
の
て
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
社
会
主
義
系
労
働
組
合
と
し
て
の
自
由
労
働
組
合
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
済
民
主
主
義
路
線
の
成
功
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
と
言
う
よ
り
そ
の
成
功
の
故
に
、
大
き
な
矛
盾
を
か
か
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
社
会
化
の
内
容
を
経
済
民
主
主

義
で
満
た
せ
ば
満
た
す
ほ
ど
、
そ
の
目
標
と
す
る
社
会
主
義
は
ま
す
ま
す
遠
の
い
て
い
く
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
こ
の
ジ
レ
ン

マ
は
、
戦
前
の
反
動
的
な
政
治
的
風
土
の
も
と
で
は
問
題
と
な
り
え
な
か
っ
た
し
、
敗
戦
直
後
の
混
乱
期
に
も
、
急
進
的
革
命
派
に

た
い
す
る
防
衛
に
急
な
あ
ま
り
反
省
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
だ
が
、
敗
戦
と
革
命
の
混
乱
が
収
拾
さ
れ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
体

制
下
で
資
本
主
義
的
経
済
秩
序
が
軌
道
に
の
っ
て
動
き
は
じ
め
る
や
、
こ
れ
を
可
能
に
し
た
経
済
民
主
主
義
と
こ
れ
を
否
定
す
べ
き

社
会
主
義
と
の
乖
離
は
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
運
動
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
時
点
で
経
済
民
主
主
義
と
社
会

主
義
の
関
係
を
問
い
直
す
べ
き
と
こ
ろ
に
ま
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
事
態
は
、
労
働
組
合
の
思
惑
を
こ
え
て
一
人
歩
き
を

は
じ
め
て
い
た
。
革
命
直
後
に
は
中
央
労
資
共
同
体
の
も
と
で
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
独
占
資
本
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ
条
約
と
賠
償

問
題
を
め
ぐ
っ
て
急
速
に
勢
力
を
盛
り
か
え
し
て
き
た
右
真
の
抬
頭
を
バ
ッ
ク
に
息
を
吹
き
か
え
し
、
一
九
二
二
／
二
三
年
の
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
に
、
莫
大
な
イ
ン
フ
レ
利
得
を
得
て
完
全
に
復
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
独
占
資
本
の
復
活
と
と
も
に
、
中
央
労
資

共
同
体
は
次
第
に
労
働
組
合
の
当
初
の
期
特
ど
お
り
に
は
機
能
し
な
く
な
っ
た
。
賠
償
問
題
の
重
荷
を
労
働
者
に
転
嫁
し
よ
う
と
考

え
た
独
占
資
本
は
、
中
央
労
資
共
同
体
の
な
か
で
自
己
の
利
益
を
主
張
し
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
、
独
立
社
会
民
主
党
の

影
響
下
に
あ
っ
た
金
属
労
働
組
合
は
、
早
く
か
ら
中
央
労
資
共
同
体
を
批
判
し
、
す
で
に
一
九
一
九
年
十
月
に
単
独
で
脱
退
し
て
い

た
。
一
九
二
二
年
六
月
に
聞
か
れ
た
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
会
で
は
、
中
央
労
資
共
同
体
か
ら
の
脱
退
を
要
求
す
る
声
が
た
か

ま
り
、
も
は
や
こ
れ
以
上
、
中
央
労
資
共
同
体
に
経
済
民
主
主
義
の
役
割
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
独
占
資

本
側
か
ら
の
軽
視
と
左
派
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
不
信
に
加
え
て
、
イ
ン
フ
レ
下
で
の
組
合
員
数
の
激
減
（
一
九
二
二
年
に
七
八
二
万
人
の
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組
合
員
を
擁
し
た
自
由
労
働
組
合
は
、
一
九
二
四
年
に
四
〇
二
万
人
と
ほ
ぼ
半
減
し
、
そ
の
後
相
対
的
安
定
期
に
若
干
盛
り
返
え
し
た
が
、
最
後
ま

で
五
〇
〇
万
人
を
こ
え
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
）
、
組
合
財
政
の
困
難
、
指
導
者
レ
ギ
ー
ン
の
死
（
一
九
二
〇
年
十
二
月
二
六
日
）
等
の

要
因
が
重
な
っ
て
、
一
九
二
三
年
の
末
ご
ろ
に
は
、
経
済
指
導
に
お
け
る
独
占
資
本
の
影
響
力
強
化
に
反
比
例
し
て
、
労
働
組
合
の

影
響
力
は
急
速
に
後
退
し
て
い
き
、
つ
い
に
一
九
二
四
年
一
月
に
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
執
行
部
も
正
式
に
中
央
労
資
共
同
体
か
ら
の
脱
退
を
通

告
し
た
。
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
全
国
経
済
協
議
会
も
暫
定
的
な
機
関
に
と
ど
ま
り
、
地
区
経
済
協
議
会
に
い
た
っ
て
は
、
最
後
ま
で

設
立
さ
れ
ず
に
終
っ
た
。
今
や
、
社
会
主
義
は
ま
す
ま
す
遠
い
目
標
に
な
っ
た
が
、
経
済
民
主
主
義
も
ま
た
完
全
に
行
き
詰
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
と
の
関
連
で
経
済
民
主
主
義
の
再
構
築
と
い
う
課
題
が
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
に
課
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
三

　
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
中
央
労
資
共
同
体
か
ら
の
脱
退
は
、
一
つ
の
時
代
の
終
り
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
月
に
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
賠
償
問
題
を
め
ぐ
る
ド
ー
ズ
専
門
委
員
会
は
、
新
し
い
時
代
へ
の
始
動
を
告
げ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
十
六
日
、

ロ
ン
ド
ン
会
議
で
ド
ー
ズ
案
が
成
立
を
見
た
こ
と
に
よ
り
、
ド
イ
ッ
国
内
へ
の
ア
メ
リ
カ
資
本
の
流
入
が
は
じ
ま
り
、
さ
し
も
の
破

局
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
収
束
し
、
一
九
二
四
年
後
半
以
降
ド
イ
ッ
経
済
は
相
対
的
安
定
期
に
は
い
る
。
安
定
し
た
通
貨
の
も
と

で
、
投
資
活
動
が
活
発
化
し
、
と
り
わ
け
公
共
設
備
投
資
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
を
挺
に
独
占
資
本
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、

新
た
に
カ
ル
テ
ル
、
コ
ン
ッ
ェ
ル
ン
、
ト
ラ
ス
ト
が
次
々
と
成
立
し
た
。
こ
れ
と
呼
応
し
て
ド
イ
ッ
経
済
性
本
部
の
指
導
の
も
と
に
、

電
気
・
化
学
工
業
部
門
を
中
心
に
、
生
産
費
切
り
下
げ
の
た
め
の
合
理
化
運
動
が
国
民
運
動
と
し
て
唱
導
さ
れ
、
大
規
模
に
展
開
さ
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れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
い
る
と
、
労
働
者
の
生
活
状
態
も
イ
ン
フ
レ
下
の
困
難
か
ら
回
復
し
は
じ
め
た
。
失
業
者
数
は
減
少
し
、
生

活
水
準
も
わ
ず
か
な
が
ら
上
向
き
に
転
じ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
と
ひ
き
か
え
に
、
新
技
術
の
導
入
と
合
理
化
政
策
の
も
と
で
労
働
強

化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
ド
イ
ッ
経
済
が
新
し
く
む
か
え
た
局
面
の
も
と
で
、
一
九
二
五
年
八
月
三
一
日
ｌ
九
月
四
日
に
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
ブ
レ
ス
ラ

ウ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
社
会
化
の
内
容
を
経
済
民
主
主
義
で
満
た
そ
う
と
し
た
労
働
組
合
の
構
想
が
挫
折
し
た

後
を
う
け
て
、
改
め
て
社
会
主
義
と
経
済
民
主
主
義
の
関
連
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
会
の
テ
ー
マ
に
「
経
済
と
労
働
組

合
」
が
選
ば
れ
、
報
告
は
パ
ウ
ル
・
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
｛
汐
氏
｝
｛
～
当
り
必
｝
教
授
と
ヘ
ル
マ
ン
・
イ
エ
ッ
ケ
ル
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
　
　
Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
）

が
担
当
し
た
。
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
、
ま
ず
今
日
の
ド
イ
ツ
経
済
の
危
機
の
原
因
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
は
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
戦
争
の
結
果
と
し
て
販
売
地
域
の
確
保
不
可
能
と
か
領
土
の
喪
失
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ッ
の
企
業
が
技
術
的
に
立

ち
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
し
か
に
企
業
家
も
経
営
の
技
術
的
拡
張
に
努
め
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
し
か
し
彼

ら
は
、
関
税
障
壁
の
背
後
で
カ
ル
テ
ル
化
、
ト
ラ
ス
ト
化
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
化
に
よ
っ
て
独
占
的
地
位
を
維
持
し
よ
う
と
し
、
外
国

の
賃
金
に
比
べ
て
ド
イ
ッ
の
賃
金
の
低
水
準
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ッ
経
済
全
体
の
発
展
を
危
険
に
さ
ら
し
て
い

る
。
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
報
告
は
ド
イ
ツ
経
済
の
合
理
化
の
問
題
点
を
述
べ
る
こ
と
に
焦
点
が
お
か
れ
た
が
、
最
後
に
「
経
済
民
主
主

義
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
自
分
の
仕
事
で
は
な
い
が
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
現
在
の

資
本
主
義
的
交
換
経
済
の
も
と
で
は
統
一
的
指
導
は
存
在
し
え
な
い
か
ら
、
組
合
が
目
標
に
し
て
い
る
「
労
働
者
の
た
め
の
労
働
者

に
よ
る
経
済
指
導
」
、
つ
ま
り
経
済
民
主
主
義
は
あ
り
え
な
い
。
経
済
民
主
主
義
は
、
社
会
主
義
的
経
済
秩
序
の
中
で
統
一
的
指
導

が
実
現
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
も
し
現
在
、
労
働
相
合
が
経
済
指
導
へ
の
参
加
で
は
な
く
（
こ
の
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ょ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
わ
け
だ
か
ら
）
、
経
営
指
導
へ
の
参
加
を
目
標
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
む
し
ろ
危
険
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ

の
場
合
は
、
企
業
家
間
の
対
立
が
そ
の
ま
ま
労
働
者
間
の
対
立
に
も
ち
こ
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
資
本
主
義
経
済
に
お

け
る
労
働
者
の
地
位
を
め
ぐ
る
決
定
的
な
闘
争
は
、
賃
金
闘
争
を
め
ぐ
っ
て
行
な
わ
れ
る
か
ら
、
「
賃
金
闘
争
は
あ
ら
ゆ
る
労
働
組

合
活
動
の
中
心
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
結
ん
で
い
る
。
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
意
見
は
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
が
こ
れ
ま
で

追
求
し
て
き
た
経
済
民
主
主
義
に
た
い
す
る
批
判
を
含
ん
で
お
り
、
資
本
主
義
社
会
の
も
と
で
の
労
働
組
合
の
本
来
の
姿
で
あ
る
賃

金
闘
争
に
立
ち
か
え
る
ょ
う
主
張
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
報
告
は
経
済
民
主
主
義
の
評
価
を
め
ぐ
る
論

争
に
火
を
つ
け
る
役
を
果
し
た
が
、
こ
れ
に
た
い
し
第
二
報
告
に
立
っ
た
イ
エ
ッ
ケ
ル
は
、
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
真
向
か
ら
反
対
の
見

解
を
示
し
た
た
め
、
火
に
油
を
注
ぐ
役
を
果
し
た
。
イ
エ
ッ
ケ
ル
に
ょ
れ
ば
、
資
本
主
義
経
済
の
も
と
で
こ
そ
経
済
の
民
主
化
が
必

要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
経
済
の
民
主
化
は
経
済
の
発
展
と
鏡
争
の
た
め
に
質
・
量
両
面
に
お
け
る
生
産
の
上
昇
に
役
立
つ
べ
き
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
生
産
の
上
昇
は
、
ド
イ
ッ
の
企
業
家
が
行
な
っ
て
い
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
流
の
テ
土
フ
ー

・
シ
ス
テ
ム
や
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
に
ょ
っ
て
で
は
な
く
ー
な
ぜ
な
ら
、
テ
ー
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
人
間
の
魂
を
駄
目
に
し
、

フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
国
内
市
場
の
狭
い
と
こ
ろ
で
は
適
し
て
い
な
い
か
ら
ｌ

、
労
働
者
に
仕
事
の
喜
び
を

も
た
ら
す
民
主
主
義
的
経
済
制
度
に
お
け
る
労
働
者
組
織
と
企
業
家
組
織
の
同
権
的
参
加
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

労
働
者
は
経
済
の
一
要
素
で
あ
っ
て
、
労
働
者
は
企
業
家
と
協
力
す
る
義
務
が
あ
る
、
と
イ
エ
ッ
ケ
ル
は
言
う
。
以
上
の
ご
と
く
イ

エ
ッ
ケ
ル
は
、
経
済
民
主
主
義
を
社
会
主
義
の
も
と
で
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
見
解
と
は
対
照
的
に
、
経

済
の
民
主
化
は
資
本
主
義
の
も
と
で
可
能
で
あ
る
し
、
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
相
対
的
安
定
期

に
お
け
る
合
理
化
運
動
に
た
い
し
労
働
組
合
が
と
る
べ
き
立
場
の
相
違
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
論
争
の
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新
味
は
、
一
九
二
四
年
以
後
の
ド
イ
ッ
経
済
の
新
し
い
局
面
に
か
か
わ
っ
て
経
済
民
主
主
義
の
問
題
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
も
は
や
社
会
化
も
中
央
労
資
共
同
体
も
争
点
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
試
み
が
挫
折
し
た
後
の
労
働
組
合
の

新
し
い
闘
争
目
標
と
し
て
は
、
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
「
賃
金
闘
争
」
は
新
味
が
な
か
っ
た
し
、
イ
エ
ッ
ケ
ル
の
「
経
済
の
民
主
化
」
も

社
会
主
義
と
の
関
係
が
不
明
で
あ
っ
た
。
経
済
民
主
主
義
が
か
つ
て
の
社
会
化
に
代
わ
っ
て
新
し
い
闘
争
目
標
と
な
る
た
め
に
は
、

両
者
を
理
論
的
に
統
一
し
、
経
済
民
主
主
義
の
内
容
を
豊
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
の
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
会

で
残
さ
れ
た
こ
の
課
題
の
解
決
は
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
共
同
研
究
に
委
ね
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
が
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
こ
の
論
争
に
前
後
し
て
提
起
さ
れ
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
理
論
的
指
導
者
Ｒ
・
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の

　
「
組
織
さ
れ
た
資
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
「
組
織
さ
れ
た
資
本
主

義
」
論
こ
そ
、
ヘ
ル
ン
ベ
ル
ク
と
イ
エ
ッ
ケ
ル
の
見
解
を
媒
介
す
る
論
理
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
、
ナ
フ
タ

リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
も
世
に
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
、
一
九
二
四
年
に
は
じ
ま
る
相
対
的
安
定
期
の
も
と
で
の
化
学
技
術
の
発
展
と
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
進
行

す
る
資
本
の
集
中
化
傾
向
へ
の
強
烈
な
印
象
の
も
と
で
、
ド
イ
ッ
資
本
主
義
の
新
し
い
局
面
を
「
自
由
競
争
の
資
本
主
義
か
ら
ヒ
エ

ラ
ル
ヒ
ー
的
に
組
織
さ
れ
た
資
本
主
義
へ
の
移
行
」
と
し
て
特
徴
づ
け
た
。
「
組
織
さ
れ
た
資
本
主
義
」
の
も
と
で
は
、
労
使
関
係

は
よ
り
安
定
し
た
も
の
と
な
る
一
方
で
、
労
働
者
に
保
守
的
作
用
を
及
ぼ
す
が
、
し
か
し
他
面
で
は
、
経
済
の
組
織
化
が
進
め
ば
進

む
ほ
ど
、
ま
た
経
済
の
規
制
が
意
識
的
に
行
な
わ
れ
れ
ば
行
な
わ
れ
る
ほ
ど
、
労
働
者
大
衆
に
と
っ
て
は
、
集
積
さ
れ
た
生
産
手
段

の
所
有
者
に
よ
る
経
済
力
と
社
会
的
生
産
の
収
奪
は
ま
す
ま
す
耐
え
難
く
な
る
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
に
ょ
れ
ば
、
こ
の
矛
盾
は
、

ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
に
組
織
さ
れ
た
経
済
を
民
主
主
義
的
に
組
織
さ
れ
た
経
済
へ
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
る
。
「
資
本
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主
義
は
、
そ
れ
が
新
し
い
組
織
さ
れ
た
経
済
と
い
う
最
高
の
段
階
に
達
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
経
済
民
主
主
義
の
問
題
を
提
起
す

る
。
」
そ
し
て
経
済
の
民
主
化
へ
の
発
展
の
中
で
、
は
じ
め
て
労
働
者
階
級
は
能
力
と
責
任
感
と
を
習
得
し
、
ま
た
こ
れ
が
労
働
者
階

級
に
生
産
の
管
理
へ
の
参
加
の
拡
大
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
民
主
主
義
的
な
生
産
統
制
が
労
働
者
組
織
の
政
策
の

内
容
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
は
労
働
者
の
闘
争
が
直
接
実
現
す
べ
き
目
標
と
な
る
。

　
一
九
二
七
年
十
月
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
議
長
テ
オ
ド
ー
ア
・
ラ
イ
パ
ル
ト
に
ょ
っ
て
経
済
民
主
主
義
の
問
題
を
討
議
す
る
た
め
の
研
究

会
が
召
集
さ
れ
た
。
ヒ
ル
フ
乙
ア
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野
の
専
門
家
と
実
践
家
の
参
加
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
共
同
研
究

の
成
果
は
、
書
物
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
フ
リ
ッ
ツ
・
ナ
フ
タ
リ
が
編
集
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く

て
、
一
九
二
四
年
以
降
の
相
対
的
安
定
期
に
再
び
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た
労
働
組
合
運
動
を
背
景
に
、
一
九
二
八
年
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
ハ

ン
ブ
ル
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
た
年
に
、
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
の
「
序
論
　
経
済
民
主
主
義
の
概

念
と
本
質
」
は
、
ナ
フ
タ
リ
自
身
の
筆
に
な
る
と
言
わ
れ
る
が
、
第
一
章
か
ら
第
五
章
の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
本
書
は
、
そ
の
細
部
に
い
た
る
ま
で
共
通
の
問
題
意
識
に
ょ
っ
て
貫
ぬ
か
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
の
体
系
性
を
保

持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
共
通
の
問
題
意
識
と
は
、
政
治
的
民
主
主
義
で
は
解
決
し
え
な
い
固
有
の
問
題
領
域
と
し
て
の
経
済

民
主
主
義
の
解
明
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
社
会
主
義
系
労
働
組
合
運
動
の
歴
史
的
総
括
と
将
来
へ
の
展
望
を
試

み
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
本
書
は
、
「
自
由
競
争
か
ら
組
織
さ
れ
た
資
本
主
義
へ
」
と
い
う
資
本
主
義
の
構
造
変
化
と
「
物
権
法
か
ら

債
務
法
を
へ
て
労
働
法
へ
」
と
い
う
労
働
関
係
の
変
化
を
歴
史
認
識
の
二
本
の
大
き
な
柱
と
し
な
が
ら
、
経
済
民
主
主
義
の
概
念
に

よ
っ
て
つ
ぎ
の
三
つ
の
レ
ペ
ル
の
対
立
的
要
素
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
果
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
は
、
資
本

主
義
と
社
会
主
義
の
対
立
。
資
本
主
義
社
会
の
な
か
か
ら
非
資
本
主
義
的
要
素
を
折
出
し
、
こ
れ
を
経
済
民
主
主
義
の
萌
芽
と
し
て
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位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
社
会
主
義
へ
の
道
す
じ
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
二
は
国
家
と
産
業
自
治
の
対
立
。
民
主
主
義
の
も
つ
共

同
体
と
共
同
決
定
と
い
う
二
つ
の
性
格
か
ら
、
経
済
の
領
域
に
お
け
る
国
家
と
産
業
自
治
と
の
相
互
媒
介
的
な
関
係
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
。
第
三
は
経
済
指
導
と
経
営
民
主
主
義
と
対
立
。
双
方
と
も
、
経
済
の
民
主
主
義
的
要
素
で
あ
る
労
働
組
合
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
民
主
主
義
の
構
成
要
素
と
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
は
、

こ
の
意
味
で
新
し
い
秩
序
形
成
の
た
め
の
統
合
理
論
を
提
起
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
ま
た
、
ヴ

ァ
イ
マ
ル
期
と
い
う
時
代
に
制
約
さ
れ
た
問
題
性
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
時

の
労
働
組
合
の
指
導
者
た
ち
に
と
っ
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
は
、
自
ら
そ
の
製
作
に
か
か
わ
っ
た
作
品
と
し
て
、
そ
れ
自
体
ま
も
ら

れ
る
べ
き
価
値
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
本
書
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
と
の
精
神
的
同
一
化
を
前
提
と
し
て
い

た
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
前
提
な
く
し
て
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
政
治
的
民
主
主
義
を
補
強
す
る
と
い
う
役
割
を
自

ら
の
経
済
民
主
主
義
論
に
課
し
た
彼
ら
の
課
題
意
識
は
生
れ
て
こ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
生
き
生
き
と
し

た
経
済
民
主
主
義
論
の
展
開
は
あ
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
よ
う
Ｉ
な
前
提
こ
そ
、
国
家

論
ぬ
き
の
国
家
介
入
の
是
認
と
い
う
本
書
の
限
界
に
か
か
お
る
問
題
の
所
在
を
も
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
四

　
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
は
、
労
働
組
合
の
内
部
か
ら
は
多
く
の
賛
同
と
賞
賛
を
が
ち
得
た
が
、
し
か
し
使
用
者
団
体
か

ら
は
、
経
済
の
民
主
化
は
国
家
介
入
を
誘
導
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
経
済
の
官
僚
制
化
に
お
ち
い
る
危
険
が
あ
り
、
こ
れ
は
自
由
な
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

業
家
活
動
の
制
限
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
た
。
左
派
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
批
判
は
、
本
書
は
戦
争
前
か
ら
の
修
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正
主
義
論
の
焼
き
直
し
に
す
ぎ
ず
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
の
指
導
者
と
独
占
体
や
ト
ラ
ス
ト
の
支
配
者
と
の
協
働
の
た
め
の
理
論
的
基
礎
づ
け

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ナ
フ
タ
リ
は
こ
れ
ら
左
右
両
派
か
ら
の
批
判
に
た
い
し
反
論
を
展
開
し
た
が
、
し
か
し

ま
さ
に
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
が
出
版
さ
れ
た
そ
の
年
に
、
相
対
的
安
定
期
は
終
り
を
告
げ
、
本
書
の
背
景
と
な
っ
た
社

会
経
済
的
基
盤
が
足
元
か
ら
崩
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
秋
よ
り
徐
々
に
後
退
を
は
じ
め
た
ド
イ
ッ
経
済
は
、
景
気

の
回
復
を
見
ぬ
ま
ま
、
世
界
恐
慌
に
ま
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
相
対
的
安
定
期
に
大
量
に
ド
イ
ッ
ヘ
流
入
し
た
ア
メ
リ
カ
の
短
期
資

金
は
、
相
つ
い
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
ド
イ
ッ
経
済
は
い
っ
挙
に
崩
壊
し
た
。
こ
う
し
た
ド
イ
ッ
経
済
の
急
激
な
悪
化
に
と
も
な
っ

て
、
左
右
両
派
の
対
立
が
俄
か
に
険
悪
な
様
相
を
呈
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
資
本
家
側
の
攻
勢
は
、
一
九
二
八
年
秋
の
鉄
鋼
争
議
の

さ
い
の
仲
裁
裁
定
拒
否
の
た
め
の
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
に
は
じ
ま
り
、
社
会
民
主
党
の
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
に
た
い
す
る
赤
字
公
債
発
行
の

妨
害
と
蔵
相
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
引
責
辞
任
、
さ
ら
に
失
業
保
険
法
改
正
問
題
で
は
人
民
党
を
先
頭
に
立
て
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

張
り
、
つ
い
に
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
最
後
の
社
会
民
主
党
閣
僚
の
参
加
し
た
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
を
辞
職
に
追
い
込
む
要
因
を
つ
く
っ
た
。
一

九
三
〇
年
の
総
選
挙
で
は
、
反
ヴ
ァ
イ
マ
ル
勢
力
で
あ
る
ナ
チ
ズ
ム
と
共
産
党
が
議
席
を
の
ば
し
、
政
局
は
い
よ
い
よ
不
安
定
の
度

を
増
し
た
。
総
選
挙
後
新
た
に
発
足
し
た
第
二
次
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
は
、
左
右
両
派
の
対
立
の
間
に
ゆ
れ
な
が
ら
、
憲
法
第
四

八
条
に
も
と
づ
く
緊
急
令
の
乱
発
に
事
態
打
開
の
道
を
求
め
た
。
こ
の
緊
急
令
政
治
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
民
主
主
義
の
墓
堀
人
で
あ

り
、
埋
葬
の
儀
式
は
も
は
や
時
間
の
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
の
緊
急
令
政
治
の
年
（
一
九
三
一
年
）
、
ナ
フ
タ
リ
は
、
『
経
済
民
主
主
義
』
の
第
五
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

「
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
一
年
ま
で
の
経
済
危
機
の
教
訓
」
と
題
す
る
一
文
を
新
た
に
つ
け
加
え
た
。
こ
の
な
か
で
ナ
フ
タ
リ
は
、

「
経
済
不
況
の
時
代
に
は
、
資
本
主
義
的
経
済
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
可
能
性
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
こ
れ
ま
で
獲
得
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し
た
も
の
の
防
衛
が
重
要
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
経
済
民
主
主
義
は
、
今
や
社
会
主
義
へ
の
展
望
よ
り
も
、
既
得
財
産
の
防

衛
に
た
ず
さ
わ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
私
的
独
占
に
た
い
す
る
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
、
「
共
同
経
済
的
自
治
団
体
の
創
設
」
、
「
国

家
の
介
入
」
と
い
う
経
済
民
主
主
義
も
こ
の
文
脈
の
中
で
要
請
せ
ら
れ
た
。
因
み
に
、
ナ
フ
タ
リ
は
、
一
九
三
一
年
七
月
の
金
融
恐

慌
に
た
い
す
る
対
応
策
と
し
て
、
銀
行
の
統
制
と
監
視
の
た
め
に
、
国
家
の
監
督
下
に
労
働
者
が
参
加
す
る
銀
行
局
（
F
o
r
呂
ほ
）

の
設
置
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
危
機
に
対
す
る
経
済
民
主
主
義
的
対
応
を
期
待
さ
れ
た
国
家
が
、
今
や
緊
急
令
に
頼

る
ほ
か
は
な
ん
ら
事
態
解
決
の
能
力
を
も
た
な
い
政
府
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
形
で
の
国
家
介
入
の
強
化
が
行

な
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
ナ
フ
タ
リ
の
考
え
と
は
裏
腹
に
、
産
業
自
治
の
原
則
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

左
右
の
反
ヴ
ァ
イ
マ
ル
勢
力
に
狭
撃
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
に
は
、
も
は
や
危
機
を
乗
り
越
え
る
だ
け
の
活
力
は
残
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
も
と
で
は
、
経
済
民
主
主
義
は
、
国
家
介
入
と
産
業
自
治
の
ジ
レ
ン
マ
に
お
い
込
ま
れ
、
説
得

力
を
持
ち
え
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
は
、
そ
の
存
立
基
盤
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヴ

ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
崩
壊
と
と
も
に
、
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
も
、
ナ
チ
ズ
ム
の
荒
波
に
呑
み
込
ま
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
五

　
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
の
初
版
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
今
日
す
で
に
半
世
紀
余
の
歳
月
が
流
れ
た
。
世
界
恐
慌
、
第
二

次
世
界
大
戦
、
戦
後
復
興
、
高
度
経
済
成
長
、
そ
し
て
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
と
歴
史
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、
時
代
は
大
き
く
変

貌
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
か
ら
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
が
わ
れ
わ
れ
に
提

起
し
て
い
る
問
題
の
多
く
は
、
今
日
な
お
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
と
改
良
主
義
の
問
題
、
合
理
化
と
民
主
主
義
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の
問
題
、
参
加
と
統
合
の
問
題
、
国
家
介
入
と
産
業
自
治
の
問
題
―
ど
の
問
題
も
、
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
否
む
し
ろ
、
現
代
社
会
の
露
呈
す
る
様
々
な
病
理
現
象
が
資
本
主
義
に
ょ
っ
て
は
も
は
や

解
決
不
能
に
見
え
る
一
方
で
、
ソ
ビ
エ
ト
型
社
会
主
義
に
た
い
す
る
払
拭
し
が
た
い
不
信
と
い
う
今
日
の
閉
塞
状
態
の
も
と
で
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
ま
す
ま
す
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
追
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
日

の
視
角
か
ら
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民
主
主
義
』
を
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
問
題
は
な
に
ひ
と
つ
解
決
し
た
こ

と
に
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
わ
れ
わ
れ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
時
代
に
染
め
上
げ
ら
れ
た
ナ
フ
タ
リ
の
『
経
済
民

主
主
義
』
を
、
そ
の
時
代
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
現
代
に
む
か
っ
て
発
せ
ら
れ
た
問
題
提
起
と
し
て
受
け
と
め
る
真
摯
な
姿
勢
で
あ
ろ
う
。
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